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指定障害福祉サービス事業所等における人権に関する一斉点検等の実施 

    について（依頼） 

 

 本日、県知事から別添のとおり、「社会福祉施設等における不祥事の防止に関する緊急

アピール」が発出されました。 

 このアピールは、人権を擁護し、適切な支援を行うべき社会福祉施設等において利用者

への性的虐待や預り金の着服など重大な人権侵害事件が連続して発生していることを踏ま

えたものであります。各法人におかれましては、日ごろから人権侵害の防止対策等につい

て取り組まれていることと存じますが、県といたしましては、各法人に対し、障害福祉サ

ービスに従事する者が人権擁護の視点に立って職務を行っているか、管理者を含め職員一

人ひとりに改めてチェックしていただくため、人権に関する一斉点検と研修等の実施をお

願いすることといたしました。 

 ご多忙のことと存じますが、下記のホームページに掲載の実施要領に基づき実施し、そ

の結果を平成 21 年８月 10 日（月）までにご報告くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

「指定障害福祉サービス事業所等における人権に関する一斉点検等実施要領」 

 掲載ホームページ⇒ 「障害福祉情報サービスかながわ」（通称 rakuraku） 

                       http://www.rakuraku.or.jp/shienhi/ 

           （障害福祉サービスかながわ＞書式ライブラリ＞神奈川県からの

お知らせ＞人権擁護の取組み＞人権に関する一斉点検について） 

 

 

                     問い合わせ先 

                      障害福祉課施設福祉班 中村、瀧本 

                      電話 045(210)4724（直） 

                        



 

社会福祉施設等における不祥事の防止に関する緊急アピール 

 

 

社会福祉施設等の職員の皆様へ 

 

 最近、社会福祉施設の職員による利用者の人権を侵害する、性的虐

待や預かり金の着服などの不祥事が続いており、県民の福祉を推進す

る県行政の責任者として非常に残念でなりません。 

 こうした不祥事は、施設の利用者の方はもとより、県民の皆様の信

頼を損ね、ひいては県の福祉全体に対する不信につながりかねない、

極めて重大な問題であると認識しております。 

 不祥事の未然・再発防止のためには、まず、社会福祉施設等で働い

ておられる職員の皆さん一人ひとりが、自分自身にも起こりうる人権

意識の問題として受け止めていただくとともに、管理監督の立場にあ

る方々は、現場で様々な課題に向き合い、職員とともに解決していく

という原点に立ち返らなければなりません。 

 県といたしましては、施設における不祥事の防止に向け、職員全員

に対する一斉の自己点検、施設の責任者による業務や職員管理の状況

の点検・見直しを改めてお願いするとともに、職員研修の実施や必要

な指針の作成など、関係機関と一体となった取組を進めてまいります

ので、職員の皆さん、管理監督者の皆さんには、利用者が安心して福

祉サービスを受けられる施設づくりに向かって共に取り組んでいただ

くようお願いします。 

 

平成２１年６月２６日 

                   神奈川県知事 松沢成文 

民 間 社 会 福 祉 施 設 等 職 員 向 け 



指定障害福祉サービス事業所等における人権に関する一斉点検等実施要領 

 

１ 目的 

  障害福祉サービス等の利用者に対する人権侵害行為を未然に防止し、指定障害福祉サービ

ス事業所等の職員が常に人権擁護の視点に立って職務を行うよう、人権に関する一斉点検及

び研修等を実施するものとします。 

 

２ 実施内容 

（１）対象事業所及び対象者 

   県内のすべての指定障害福祉サービス事業所（訪問サービス、日中サービス、居住サー

ビス）、指定障害者支援施設、指定旧法施設及び指定障害児施設（以下「指定事業所」と

いう。）約 3,500 事業所（約 900法人）の全職員（非常勤職員を含む）を対象とします。 

 

（２）実施期間 

   平成 21年７月１日～７月 31日 

 

（３）一斉点検 

  ア 実施方法 

   ・指定事業所の管理者等（届出された管理者、施設長）は、ホームページ「障害福祉情

報サービスかながわ（通称 rakuraku）」に掲示する「人権チェックリスト・管理者用」

により、自己点検を行い、その結果を「解説」と照らし合わせ、確認してください。（こ

のチェックリストは県へ提出していただきます。） 

・指定事業所の管理者等は、同上に掲示する「人権チェックリスト・職員用」（例）を

参考に、自らの事業所としてのチェックリストを作成し、全職員（管理者を除く）に対

し一斉点検を実施してください。（このチェックリストは県への提出は不要です。） 

  イ 職員への周知等 

    一斉点検に関する職員の意識を高め、より効果的に実施するため、一斉点検期間 

中、重点目標の設定や施設内にポスターを掲示するなど工夫して実施してください。 

 

（４）研修等 

      指定事業所の管理者等は、作成したチェックリストや WAMNET（ワムネット（＊））の資

料などを参考に、実施期間中に職員に対し、人権に関する研修、話し合い等を実施してく

ださい。 

 

（５）結果報告 

   一斉点検等の結果を各法人ごとにとりまとめ、別紙様式「人権に関する一斉点検実施結

果報告書」及びチェック済みの「人権チェックリスト・管理者用」を、平成 21年８月 10

日（月）までに、Ｅメール（アドレス：ken-shisetsu@pref.kanagawa.jp ）又はＦＡＸ（番

号：045(201)2051）で県障害福祉課へ提出してください。 

 

＊WAMNET（ワムネット）＞行政資料＞障害者福祉＞調査研究・報告等＞障害者虐待防止 



 

 

平成２１年度実施期間 

７月１日 ～7 月３1 日 

このポスターは、各サービス事業者でよりよくアレンジしてください。 

重点目標は・・・ 

人権一斉点検 実施中 


